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要 旨 
私たちは、黒点の温度と面積と磁場の関係を明らかにしたいと思い、黒点の温度を黒点の輝度で計算し、面積をピ

クセル数として計算することで黒点の温度と面積の関係を調べた。結果としては、黒点の面積が大きくほど温度が低

くなる傾向にあることが分かった。 

 

１．先行研究 
 先行研究[1]より黒点の磁場が強くなるほど温度

が低くなることが分かっている。 

２．目的 
（1）黒点の温度と面積の関係を調べる 

（2）黒点の形成から消失までの温度・面積推移 

を調べる 

（3）黒点内部の温度分布を図示する 

３．仮説 
（1）面積が大きくなるほど温度は低くなる 

（2）面積は増加から減少に転じ、それに伴って温度

も降下から上昇に転じる 

（3）黒点内部では中心部に行くほど温度は低くなる 

４．測定方法 
（1）黒点温度の測定 

  FITS形式デジタルデータとマカリを用いて輝度

を測定した。また、測定した輝度を温度に変換す

るためにシュテファン＝ボルツマンの法則 

（𝐼𝐼 = 𝜎𝜎𝑇𝑇4 𝐼𝐼は光の強さ 𝜎𝜎はシュテファン＝ボル

ツマン定数 𝑇𝑇は温度）を用いた。この法則は、太

陽などのガス体が放射する光の強さは、温度の4
乗に比例するという法則で、太陽の温度は6400𝐾𝐾
だということが分かっているので、測定した輝度

とその値を代入することで温度を算出した。 

（2）黒点面積の測定 

   線画ファイルとGIMPを用いて黒点のピクセル数

を測定したが、この方法だけでは面積に誤差が生

じてしまうので、誤差修正を検討した。 

  誤差修正について 

   太陽は球面なので、黒点の位置によって平面図と 

   球面とでは面積に大きな誤差が生じてしまう。 

 修正方法 

 

 

 

 

 

 

   図1の円は太陽を上から見た断面図である。中心

から黒点に向かって直角三角形を作った。中心の

直角三角形の𝑑𝑑・𝑟𝑟以外の辺は三平方の定理より

√𝑟𝑟2 − 𝑑𝑑2となる。そして黒点の部分を拡大し、黒

点の端から端の点を接線上に平行移動させプロ

ットし、中心の直角三角形と相似な直角三角形を

作った。そして、直角三角形の三辺の値を用いて
𝑟𝑟

√𝑟𝑟2−𝑑𝑑2
を算出した。この値を黒点の面積にかける

ことによって中心からの誤差を考慮した正しい

ピクセル数を算出することができた。 

（3）黒点内部の温度分布 

   黒点の全ピクセルの輝度と黒点内の座標を組み

合わせて3-D等温図を作成した。 

 

５．結果 

 
・図2より黒点の温度と面積には負の相関がある 

・相関係数：-0.691722 
６．考察 
・図2より黒点の面積が大きくなるほど温度は低く 

なることが分かった 

・黒点の数は面積の小さいものが多く、面積の大きい

ものは少ない傾向にあるということが分かった 

・年ごとにデータ数に差はあるものの、相関関係には

変化はなかった 

８．展望 
・磁場に関するデータを集め、三要素の相関を調べる 

・サンプル数を増やし、読み取れる情報を増やす 

・温度分布図と磁場分布図とを照合することで面積と

磁場の関係をより深く考察する 
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